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　採用試験の合格者が10月19日に発表されま
した。

　突破講座の受講生が合格したＡ分会では、組
合員が

おめでとうの声かけとともに加入を訴えました
。後日

話をした結果大教済に加入し、「組合も考えま
す」と

いう返事がありました。

　また28日の臨時教職員部の集いにも、合格
した講

師組合員が参加。「何度も（組合員対象の）面
接や実

技の練習をしてもらうなど、突破講座に来て
よかっ

た。今後も私にできることはお手伝いします」
と、組

合加入の決意を話されました。

　大阪市教は来年度も講師のみなさんを応援し
ます。

ともにがんばりましょう！

採用試験突破講座参加者
合格し、組合加入

教
研
分
科
会

記
事
２
面　

秋
の
憲
法
大
学
習
会

＝
10
月
14
日　
　
　

　

「
小
３
～
中
３
テ
ス

ト
漬
け　

子
ど
も
も
教

員
も
『
数
値
』
管
理
！

学
テ
結
果
・
人
事
評
価

反
映
反
対 

組
合
員
集

会
」
を
10
月
11
日
に
開

催
し
60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
怒
り
の

「
私
の
一
言
」
に
は
、

「
そ
ん
な
む
な
し
い
仕

事
を
す
る
た
め
に
先
生

に
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な

い
!!
」
と
あ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
の
人
間
的

成
長
を
願
う
教
職
員
の

教
育
の
営
み
に
対
す

る
、
侮
辱
と
も
い
え
る

乱
暴
な
政
治
介
入
に
対

す
る
憤
り
が
湧
き
あ
が

っ
て
い
ま
す
。（
別
掲

参
照
）

　

大
阪
市
教
は
「
今
後

の
取
り
組
み
」
と
し

て
、
私
た
ち
の
願
い
、

や
り
が
い
、
生
き
が
い

は
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
・
発
達
、
そ
し
て
笑

顔
で
あ
る
こ
と
、
教
育

の
仕
事
の
中
で
数
値
化

可
能
な
も
の
は
ご
く
一

部
で
あ
り
数
値
化
で
き

な
い
も
の
は
、
数
値
化

し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
、
今
年
度
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
、
相
対
評
価

・
給
与
反
映
の
人
事
評

価
制
度
撤
回
の
た
た
か

い
を
継
続
し
、
子
ど
も

と
教
育
を
守
る
共
同
を

さ
ら
に
進
め
る
こ
と
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
市
会
陳

情
「
学
力
テ
ス
ト
等
の

結
果
に
よ
る
教
員
評
価

で
、
子
ど
も
は
テ
ス
ト

漬
け
、
教
員
は
大
阪
市

か
ら
逃
げ
る 
教
育
ゆ

が
め
る
評
価
制
度
策
定

中
止
を
求
め
る
陳
情

書
」に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
教
育
へ
の
政
治

介
入
を
許
さ
な
い
、

「
教
育
現
場
を
大
き
く

混
乱
さ
せ
て
い
る
」
維

新
政
治
の
実
態
を
広
く

市
民
に
訴
え
、
政
治
的

に
も
反
撃
す
る
こ
と
も

提
起
し
ま
し
た
。

　

小
野
田
正
利
大
阪
大

学
大
学
院
教
授
は
組
合

員
集
会
で
の
講
演
で

「
業
績
評
価
の
基
準
と

し
て
テ
ス
ト
の
点
数
だ

け
を
共
通
尺
度
と
し
て

し
ま
う
と
、
教
育
の
重

要
な
部
分
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
は
、
多
く

の
教
師
が
感
じ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
教
員
の

教
育
活
動
は
、
児
童
生

徒
を
対
象
と
し
た
一
方

向
の
働
き
か
け
で
は
な

く
、
学
習
者
（
子
ど
も

た
ち
）
と
の
共
同
作
業

で
も
あ
る
。
不
登
校
の

子
ど
も
が
登
校
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
、
ク
ラ

ス
の
い
じ
め
が
な
く
な

っ
た
と
い
う
の
は
、
テ

ス
ト
の
平
均
点
が
上
が

る
以
上
に
教
師
に
と
っ

て
の
喜
び
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
の
評
価
が
な
お

ざ
り
に
な
れ
ば
、
教
師

の
仕
事
へ
の
意
欲
も
減

退
す
る
に
違
い
な
い
」

と
の
日
本
教
育
社
会
学

会
会
長
の
指
摘
を
紹
介

し
ま
し
た
。

第18回ママ友会議
育休中・子育て・プレママ
○12月22日（土）13時
○アネックスパル法円坂和室

｢あまりに短絡的｣｢禁じ手｣｢金銭で動く教員なし｣批判
続々

　

維
新
政
治
の
退
場
で

〝
明
日
の
大
阪
〟
を
つ

く
ろ
う
と
、
大
阪
市
を

よ
く
す
る
会
と
明
る
い

会
は
10
月
18
日
、
中
之

島
の
中
央
公
会
堂
で

「
カ
ジ
ノ
・
都
構
想
よ

り
、い
の
ち
、く
ら
し
、

防
災
を
！
明
日
の
大
阪

を
つ
く
る
ス
タ
ー
ト
集

会
」
を
開
き
８
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
山
徹
奈
良
女
子
大

教
授
が
基
調
報
告
。
台

風
被
害
を
よ
そ
に
松
井

知
事
や
吉
村
市
長
が
２

０
２
５
年
の
万
博
誘
致

に
必
死
に
な
っ
て
い
る

が
、
カ
ジ
ノ
誘
致
の
口

実
。
住
民
投
票
否
決
の

「
都
」構
想
に
固
執
す
る

の
は
大
阪
市
を
廃
止
し

て
税
金
を
府
に
吸
い
上

げ
カ
ジ
ノ
誘
致
の
財
源

に
す
る
た
め
。
カ
ジ
ノ

誘
致
の
最
大
の
理
由
は

「
大
阪
経
済
の
活
性

化
」
だ
が
、
府
の
想
定

で
は
客
の
７
～
８
割
が

大
阪
と
そ
の
周
辺
の
日

本
人
。
お
金
は
外
資
の

カ
ジ
ノ
業
者
に
吸
い
上

げ
ら
れ
、
地
域
経
済
は

必
ず
衰
退
し
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
の
増
加
は

測
り
知
れ
な
い
。

　

大
阪
の
産
業
経
済
政

策
は
活
性
化
を
け
ん
引

す
る
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

産
業
」
を
見
つ
け
る
こ

と
に
こ
だ
わ
り
失
敗
を

続
け
て
き
た
。
歴
史
の

あ
る
豊
か
な
大
阪
を
、

一
業
界
や
一
企
業
で
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。
医
療
・
福

祉
・
教
育
を
充
実
さ

せ
、
そ
こ
で
働
く
人
を

増
や
す
こ
と
、
災
害
に

備
え
た
耐
震
改
修
や
高

齢
者
向
け
の
住
宅
改
修

の
要
求
と
地
元
の
工
務

店
を
つ
な
ぐ
こ
と
こ
そ

行
政
の
役
割
だ
と
強
調

し
ま
し
た
。

　

元
大
阪
市
長
の
平
松

邦
夫
さ
ん
、
あ
か
ん
カ

ジ
ノ
！
女
性
ア
ピ
ー
ル

呼
び
掛
け
人
の
大
垣
さ

な
ゑ
さ
ん
、
日
本
共
産

党
参
院
議
員
の
た
つ
み

コ
ー
タ
ロ
ー
さ
ん
が
パ

ネ
ル
討
論
し
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
大

阪
市
教
宮
城
登
委
員
長

は
、
学
テ
結
果
・
人
事

評
価
反
映
問
題
に
つ
い

て
、
教
員
支
配
が
目
的

で
子
ど
も
は
テ
ス
ト
漬

け
に
な
る
実
態
を
告
発

し
、
陳
情
署
名
の
協
力

を
訴
え
ま
し
た
。

　

秋
の
憲
法
大
学
習
会

（
大
阪
憲
法
会
議
・
共

同
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が

10
月
14
日
開
か
れ
３
５

０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

ス
ピ
ー
チ
で
女
子
高

校
生
が
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ

ト
か
ら
退
社
で
き
た
経

験
か
ら
「
憲
法
が
私
た

ち
に
と
っ
て
身
近
な
も

の
で
あ
る
こ
と
」「
不

断
の
努
力
で
憲
法
を
守

っ
て
い
く
」
思
い
を
語

り
ま
し
た
。
新
婦
人
の

中
川
さ
ん
は
「
15
万
の

署
名
目
標
ま
で
あ
と
４

万
。
早
く
達
成
し
て
安

倍
政
権
を
終
わ
ら
せ
た

い
」
と
決
意
を
語
り
ま

し
た
。

　

講
演
「
安
倍
９
条
改

憲
の
危
険
性
と
発
議
阻

止
に
向
け
て
の
た
た
か

い
―
朝
鮮
半
島
情
勢
激

変
、
秋
の
臨
時
国
会
、

参
院
選
を
見
据
え
て

―
」
を
渡
辺
治
一
橋
大

学
名
誉
教
授
が
行
い
ま

し
た
。

　

安
倍
首
相
が
９
条
改

憲
に
執
念
を
燃
や
す
の

は
、
９
条
が
軍
事
化
の

大
き
な
歯
止
め
と
な
っ

て
い
る
か
ら
。
海
外
で

武
力
行
使
で
き
る
自
衛

隊
を
合
憲
化
す
る
こ
と

が
狙
い
。
発
議
阻
止
を

目
標
と
し
て
３
０
０
０

万
人
署
名
の
達
成
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

教
科
書
取
組

交
流
集
会

　

教
科
書
大
阪
市
民
の

会
は
10
月
24
日
、「
安

倍
９
条
改
憲
、『
戦
争

す
る
人
づ
く
り
』
を
許

す
な
！
育
鵬
社
教
科
書

―
大
阪
府
の
５
市
採
択

３
年
―
『
道
徳
』
の
押

し
つ
け
を
許
さ
な
い
取

り
組
み
交
流
集
会
」
を

行
い
、
子
ど
も
と
教
科

書
大
阪
ネ
ッ
ト
の
平
井

美
津
子
さ
ん
が
講
演
。

40
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

吉
村
洋
文
大
阪
市
長

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

姉
妹
都
市
関
係
解
消

や
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の

授
業
介
入
（
慰
安
婦
問

題
を
扱
う
こ
の
教
諭
…

新
文
科
大
臣
は
こ
の
現

状
を
知
っ
て
く
れ
）
の

問
題
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

東
大
阪
市
、
堺
市
、

高
石
市
が
報
告
し
、
２

０
１
９
年
度
小
学
校
、

２
０
２
０
年
度
中
学
校

教
科
書
採
択
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
交
流
し

ま
し
た
。

数値で測れない 子どもを育てたい

９
条
改
憲
阻
む
３
千
万
人
署
名

「
道
徳
」押
し
つ
け
許
さ
な
い

カ
ジ
ノ「
都
」構
想
よ
り

い
の
ち
、暮
ら
し
、防
災

市長・知事選
スタート集会

教員希望者なくなる 学テ結果・人事評価
10・11組合員集会

●学テの結果という学力をはかれるものでもないこ
とだけで、評価されるなんて断固反対します。地域
格差、子どもの貧困の問題など解決することが行政
の責務。真っ先に取り組んでほしい。●中身のない
学力向上のために、表面上の点数を上げるように指
導していく…そんなむなしい仕事をするために先生
になったわけじゃない ！！真に生きる力とは？数値で
測れない。子ども自身を育てていきたい ！！ ●人事評
価はやめるしかない ！！ 子どもをデータの一つとしか
みない－教育ではない。此花区は区がテストを各学
校にくばり、教員に集計（パソコン）データ化して
いる。●子どもも教職員も評価を上げることを考え
ると内容がとてもうすっぺらく、くだらないものに
なる。首長を変え、教育を変えよう！●市長は子ど
もの学力を「学力テスト」の点数だと思っているの
か？行政の役割は教育条件の改善・充実⇒予算増や
定数改善です。すぐにでも 35 人学級を実施すること
こそ、市長の仕事です。教職員の給料で「学力」ア
ップを－許せません。大阪の子どもの笑顔を守りた
いです。●大阪市に教員希望者がなくなる評価制度
はやめて。子どもたちのための先生を！●テスト漬
け教育反対。子ども、教員の「数値」管理反対。こ
れ以上大阪の教育をつぶさないで ！！ ●教育は「数値」
ではかれません ！！ ●学力テスト結果を人事評価反映
することは、ますます大阪市の教育力を低下させま
す。絶対反対！全国学力テストもやっぱり廃止すべ
きです！

怒りの「私の一言」


